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東京都精神医学総合研究所を含む東京都の 3つの医学研究所が統合され，本

年 4月東京都医学総合研究所が発足した。それぞれの研究所で行われてきた研

究の相互関連性が強まり，また最先端の施設や機器，専門技術者の機能的集約の

必要性が背景にあるという。新たな研究所では 5年時限でのプロジェクト研究

が基本になり，精神医学領域では，精神障害の予防・治療・リハビリ，認知症の

病態解明と治療，統合失調症・うつ病の原因究明と治療，依存性薬物の作用機序

解明と医療応用がテーマとなった(同研究所ホームページ)。中期目標・中期計画

を活動のベースにし，より活性化を図るということであろう。

本号で紹介されているシンポジウム「精神医学研究の到達点と展望」は，

2010年 11月に開催されたもので，統合直前に持たれた。その時の開催案内に

「研究所統合を控え，本シンポジウムでは，東京都精神医学研究所が取り組んで

きた精神医学関連研究の成果を総括するとともに，今後の研究動向の展望を紹介

します」とあり，講演者には特別の思いでの講演だったろうと思われた。実際，

諸論文は大変読み応えがある。これまでのご自身の研究の集大成あり，最先端の

最新の知見のまとめありで，一読に値する。今後の各専門領域での研究発展を願

うばかりである。

展望では詐病と精神鑑定について論じられている。精神科医はともすると患者

の体験を信じやすく，詐病は裁判官のほうが見破ったりすることもあるらしい。

詐病はめったに出会う機会がなくこれも仕方がないとも思うが，実際はそうでも

ないことが継往開来の中で触れられている。詐病はすなわち目的反応

(Schneider)であり，健常者にも患者にも程度の差はあれ生じ，日常臨床でも十

分に注意しなければならない概念であると教えられた。

短報の，ベンゾジアゼピン系睡眠薬依存の治療にクロルプロマジンが有用であ

った例は興味深かった。同薬を加えることで多剤併用睡眠薬の中止や減量に成功

したという報告は臨床家にとっては朗報ではなかろうか。このような試みを実際

に行った人も多いのではないかと思うが，使用方法や推定される作用機序が明確

に示され，今後の指針となり得ると実感された。

今月も勉強になった内容が多く，すべての論文に触れられないのは大変申し訳

なく，また大変残念であった。

今年も残すところあとわずか。年末を特別の思いで迎える方も多いと思う。読

者の方々におかれては，どうかお元気でよい年を迎えられますように。 (S.I.)
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